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スポーツウエルネス吹
矢体験会

8日 ・15日 ・22日
14：00～16：00中央公
民館。健康増進と仲間づく
り。用具は無料貸し出し。
高齢者歓迎、見学歓迎 成
人 先着各回5人 500円
1月6日 受付開始。締
切開催当日 狛江・桜い
きいき支部☎・FAX3326-
9 2 2 9 h h 1 0 1 9 
hidehiro@jcfc.net半田
親子ビクス
首すわり～1歳半＝

10 ・22日 、1歳～
2歳半＝15日 ・27日
10：45～11：45中央公
民館ほか。子どもと一緒に
曲に合わせた触れあい遊び
＆ママのボディケア 動き
やすい服装、着替え、タ
オル、飲み物、室内用運
動靴 子どもと母親 1回
1,000円 先着順。締切
開催前日 親子ビクスサー

クル oyakobikusu.k@
gmail.com加藤
かわせみ寄席
11日 14：00（開

場13：30）～16：00谷
戸橋地区センター（かわ
せみ館）。初笑いかわせみ
寄席。真打・三笑亭可風
ほか 出演者への心付け
を募金 かわせみ企画G☎
080-1282-8166 sn.
kambara@jcom.home.
ne.jp神原
「手打ち蕎麦の郷̶狛
江」蕎麦打ち教室

12日 ・26日 14：00
～16：00岩戸地域センタ
ー。手打ち蕎麦を指導
手ぬぐい、前掛け、蓋付
き密閉容器（持ち帰り用）
子どもから 先着10人
材料費1回2,000円 事
前 元祖 蕎麦打ち迷人会
☎080-1282-8166 sn.
kambara@jcom.home.
ne.jp神原
子育ては楽しい 子育
てにホットTime

14 0：00～12：00
あいとぴあセンター。みん

なで集う。相談も可 乳幼
児と保護者 NPO法
人ファミリーコンサルタ
ント協会 info@familyc.
net鶴留
心の病・家族相談
14 （電話相談）

10：00～12：00。心の
病についての相談を受け
る 心の病を持つ当事者と
その家族、市民 狛
江さつき会☎080-9275-
2090安藤
ベビーマッサージ
15日 10：00～11：

30西河原公民館。助産
師の指導でベビーマッ
サージを行う バスタオ
ル、タオル、防水シート
生後2カ月からの乳児と
母親 1,200円 事前
母と子と助産師の会☎・
FAX3488-2616（18：00
～21：00）長尾
リウマチ友の会例会
15日 13：30～15：

30調布市総合福祉センタ
ー。情報交換、懇談会
飲み物 関節リウマチ患
者、家族 200円 調布
狛江リウマチ友の会☎・
FAX5497-5585柴田
多摩川でバードウォッ
チング

19日 9：00～13：00
南部地域センター集合（雨
天中止）。下流に向かっ
て観察。南部地域センタ
ーで解散 双眼鏡（無く
ても可）、筆記用具、昼食
200円 狛江探鳥会☎
080-2094-8822由井
マンション管理無料相
談会

24 8：30～20：00
中央公民館。マンションに
関係する相談 分譲マンシ
ョン居住者、マンション管
理組合員 先着順
狛江市マンション管理士会
☎6277-6301FAX3483-
7098大鳥
はじめての遺言相談
27 10：00～12：

00泉の森会館。遺言書の
ポイント整理 先着2人
資料代500円 1月5日
～20日 遺言書を考え
る会☎090-6480-3930
北條

不登校を考える親の会
29日 18：00～20：

30中央公民館。長年不
登校の相談活動をしてき
た広木克行さんと話し合
う 不登校や学校へ行く
のがつらい児童生徒の保
護者 先着12人
ごはん＋居場所 おかえり
☎090-1208-3823
okaeri2017@gmail .
com宮川
第23回狛江市レディ
ースバドミントン大会

（団体戦）
3月5日 9：00市民総合
体育館。ABCランク別3
ダブルスのリーグ戦 単
独クラブ（1チーム6～8
人） 100人 登録クラ
ブ6,000円、未登録クラ
ブ7,200円 1月20日
～31日 着 狛江市バ
ドミントン協会☎5497-
6568大久保

会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集
絵手紙
毎第 19：00～21：

00西河原公民館。絵手紙
に興味を持っていても昼間
時間のとれない人のため
の部。初心者可 絵手紙用
画材 若干名 1,500円
事前 絵手紙サークル☎
3489-5780大久保
リフレッシュ体操

9：00～11：15
市民総合体育館。音楽に合
わせ、健康体操、運動不
足解消。体験、見学歓迎
2,500円 狛江リフレッ
シュ体操同好会FAX3489-
9833本橋
テニス
（変更日あり）

14：00～16：00元和泉
市民テニスコートまたは防
衛省共済組合スポーツセ
ンターテニスコート テニ
ス用具一式 中級以上の中
高年 若干名 1回約400
円 事前 狛江テニスを
楽しむ会☎090-6496-
0133 sake37oda@
t.vodafone.ne.jp佐藤
コーラス
毎第1・3 3：00～

14：30南部地域センター。

無理のない発声で歌う。ピ
アノ伴奏付き。入会随時
受付 筆記用具 1,000
円（別途楽譜代・場所代
300円） ピオーネの会
☎3489-9909
ハーモニカ
毎第 13：00～15：

00みんなの広場（和泉多
摩川駅5分）。ブルースハ
ーモニカを使用。講師を
迎え練習 参加費2,000
円 ハーモニカサークル
「えだまめ」 gooktgr@
mail.goo.ne.jp片桐
剣道
毎 ・ 18：30～20：

30野川地域センター・市
民総合体育館・狛江第一中
学校。初めての人でも基
本から指導。小学生の防
具は貸し出し可 小学生以

上 2,000円 事前 狛江
剣道同志会☎090-1992-
4252大山
囲碁

13：00～17：
00あいとぴあセンター。
初心者から高段者。指導碁
あり。都合のよい時に対局
可 60歳以上の狛江市在
住者、近隣在住者 1,000
円 あいとぴあ囲碁クラブ
☎080-5644-1434井上
卓球
18：45～21：00

市民総合体育館。初心者
歓迎 ラケット 数人
1回100円 締切31
O.Q会 ☎090-2523-

2233達田
書道
毎第2・4 13：30～

15：30。基本から、万葉

がな、ペン習字 4,000
円 1,000円 1,000円
美墨会☎・FAX3480-

1920武居
中国語
月2～3回 10：00～

11：30中央公民館または
岩戸地域センター。北京
出身講師から、会話、作
文添削、文法を中心に学
ぶ 若干名 1回1,500円
(別途資料代） 1,000円
事前 中国語サークル☎
090-6547-1568山城
合気道

19：00～21：00
狛江第二中学校、毎 8：
45～21：00・毎 16：
15～18：30市民総合体育
館。柔軟と基礎練習。1回
無料体験実施 飲み物、タ
オル 子どもから 2,000

円 1,000円 事前 養
氣會狛江合気道倶楽部☎
090-5197-1269 aiki_
komae@yahoo.co.jp中村

募　　集募　　集募　　集募　　集募 集募 集募 集募 集募　　集
「電話でお話ししませ
んか」無料利用者募集

週2回（
13：30～16：00。

会話することは、認知症予
防に効果的といわれていま
す 65歳以上の独り暮ら
し高齢者、高齢者夫婦、外
出困難な障がい者等
狛江市社会福祉協議会☎
3488-0294はとの会担当

●「komaeの仲間」3月
号の原稿締め切りは１月
31

「komaeの仲間」は
市民活動団体の情報コーナーです。

掲載ご希望の方は事前に登録が必要です。市役所２
階地域活性課（☎3430－1111 FAX3430－6870）
で受け付けています。

です。
●記事中の記号● 健康、 スポーツ、 文化、
交流・地域、 その他、 狛江市市民公益活動事業

補助金事業、 市または市教育委員会後援、 持ち物、
対象、 定員、 入会金、 月会費、 年会費、 参
加費、 無料、 申し込み、 問い合わせ先、 Eメール
●お願い●原稿は地域活性課や市公式ホームページ
にある所定の用紙を使用し、文字を崩さず、はっき
りとお書きください。掲載にあたっては編集部で原
稿を修正したり、短縮する場合があります。予めご
了承ください。

有限会社小川土木
（猪方3-23-6）は、と
び職・土建業を営む市

内では最も古い工事会社。
創業者の小川嘉七さん（明治41年
～平成元年)は猪方小川塚に隣接する
農家で生まれ育った。嘉七さんは米や
野菜を作るかたわら、農閑期に衣類の
行商をしたり、大正末期に小田急線の
多摩川架橋工事で働いた。その後、朝
鮮半島へ出征、復員して結婚した。予
備役兵として山梨県にいた20年５月
25日の空襲で実家が焼失したため、
終戦後に現在の場所に転居した。
戦後になって架橋工事の経験を生か
すため世田谷区経堂のとび職専門会社

に就職、仕事の
将来性を感じ
た。行商で商売
のコツを知っ
ていた嘉七さ
んは20年代後
半に独立した
が、狛江村から
町になり宅地
開発が始まっ
た頃で、とびの

仕事は順調に軌道に乗った。
嘉七さんの次男の国利さん
(80)は中学校卒業後、家業を
継ぐ時に備えて自宅近くのブ
ロック工場に就職、建築ブロッ
クの積み方などを覚えた。さ
らに車の運転を覚えるため砂
利運搬会社へ転職、19歳で自
動車運転免許を取得し、30年
代半ばに家業に就いた。それ
までリヤカーだったのが、ト

ラックを購入して資材を運ぶようにな
り業績が急速に伸びた。地元の建築・
工務店15～20社と組んで仕事先を拡
張、常時数人の職人を雇っていた。
国利さんが家業に就いた頃は、現場
でコンクリートを人力でこねていた
が、40年代頃からコンクリートミキ
サー車が増えるなど、建築現場の機械
化が進んだ。ただ、オイルショックの
時には建築資材が高騰、コンクリート
の入手が難しくなり、苦労したという。
国利さんの長男で現社長の克美さん
(54）は、会社にある土木工事用の機
械や重機に親しみ、中学生頃から学校
の長期休暇には家の仕事を手伝った。
高校卒業後に日本電信電話公社（現・

NTT)に就職した。５年後
に家と会社の建て替えを機
に退職、家業に就いた。先

輩職人から現場で仕事を習い、40歳代
には克美さんが仕事の中心となったが、
平成19年に市議会議員になり、27年か
ら議長に就任すると議会の仕事が増え、
夜中に会社の仕事をこなしたという。
同社の業務は個人宅などの塀や外構
工事、山の擁壁工事、公園の築山や遊
具の設置、ビルの足場組みや基礎工事
など多種多様だ。年末にはとび職の伝
統である門松などの正月飾りの製作の
ほか、嘉七さんの代から江戸の町火消
しの流れをくむ「北多摩睦消防組第二
区五番組」に所属、嘉七さん、国利さ
んとも組頭を務め、克美さんも消防出
初式などで木遣りやまとい振りを披露
するなど、とび職の伝統と気風を受け
継いでいる。
克美さんは「家作りは、昔は棟梁が
いて地域連携で仕事をしていたが、現
在は大手ハウスメーカーが中心とな
り、下請けをする会社が多くなった。
当社は下請けよりも、祖父の代から
培ったネットワークをいかして幅広い
仕事を受注しています」と話している。
有限会社小川土木　☎3480-6636
　営業時間＝原則午前8時～午後5時、
日曜休み

とび職から土建業まで幅広い業務こなす

昭和20年代後半に独立／とび職の伝統と気風受け継ぐ

五番組のまといを手に
する小川国利さん（左）、
克美さんの息子の鼎君
（中）、克美さん（右）
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